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法人の統括・管理 

久米川病院 

三愛病院 

訪問看護ステーションはぎやま 

指定居宅介護支援事業所はぎやま 

東村山市 
救急・外来・健診・地域包括ケア 
障害者・介護病床（全１６科 156床） 

東村山市 

約１３０人/M 

東村山市 

約８５名/M 

― 組織図・その事業展開 ― 

東村山市に新病院建設計画中 

経営管理本部 
東久留米市、小平市に新事業所開設予定 

八王子市 

介護療養病床（全１８０床） 

平成３０年３月介護療養型老人保健施設転換 

            （訪問リハ・クリニック併設） 



 

 ◆ 介護療養型病院（介護保険による包括診療+診療所） 

     【 診療科目 】 内科 リハビリテーション科  

     【 診療実績 】 （平成27年度実績） 

          ▢ 病床総数180床 

          ▢ 平均病床稼働率  95.6% 

          ▢ 平均在院日数    452日     在宅復帰率 34.9％   

          ▢ 平均要介護度    4.59    経管栄養患者 約82名                     

◆ 各種認定・認証取得 
      ▢ 日本医療機能評価機構(ver6)認定   

      ▢ 日本慢性期医療協会認定 

       ▢ ＩＳＯ 9001認証 

      ▢ エコアクション21認証 



平成28年3月末 

職 員 構 成 職員数 当院必要数 施設基準 

    医       師 （常勤3,  非常勤9）             4.67 3.75 48 : 1 

    看  護   師 （正看24,  准看14）            38 30 6 : 1 

 介 護 支 援 専 門 員（ケアマネジャ-)       3 1.8 100 : 1 

   介         護         職         員                           

   (介護福祉士42, ケアワーカー10) 
52 45 4:1 

   リハビリテーションスタッフ 
PT:3 

OT:3 

ST:4  
(各療法２名)  -  

    薬       剤       師                                  4 1.2 150 : 1 
   栄     養    士 2 1 1 

      放    射    線    技    師                               1     

      臨   床   検   査   技   師                          3     

      M   S   W  ・  相   談   員                                 2     

      事       務      職      員                                12     

      施       設      管      理                                22     

合              計                               153.67     

（医師は常勤換算）       (   )加算基準 



     
  三愛病院 《 ３つの愛 》とは・・・ 

     ●＜仁愛＞；誰にでも思いやりを！   

       ●＜敬愛＞；尊敬の気持ちを！  

          ●＜慈愛＞；肉親と同じ気持ちで！ 

 

＜誰にでも尊敬と慈しみの 

     気持ちを持って家族同様に接する＞ 

わたしたちは 「人としての尊厳」を重んじ 
           その人らしさを大切にします。 
 



   慢性期医療の担い手として「早く治し、早く帰す」ことを原則とするが、 

   最終的な方向性の決定には患者・家族の想いが重要と考えている。 

       ◎ 急性期医療；「生かすための医療」 

       ◎ 慢性期医療；「患者・家族の想いにどれだけ寄り添えるか？」 

                  ときに「どう逝っていただくべきか？」を模索する医療 

    本音のIC ； 説明と同意→話し合いと納得 
              ・ケアプラン 
              ・人生最終段階の医療における意思確認書 

 
        治療よりも優先されるべきもの！！ 
 
         
               
 

患者(≠家族）自身の満足感や安らぎ 

安らかな人生の最終段階と看取り 



 

 この職域において「離職者をいかに少なくするか」は大きな課題です。

当院においても長年、「風通しのよい職場」、「和を以て貴しとなす職

場」をめざし、アンケートによる職員の意識調査や社労士による聞き取り

調査、そのフィードバックによる環境改善への取り組みを行ってきました。

にも拘らず管理職や現場職員の離職は続き、残念ながら未だ有効な

手立ては見つかっていません。このままの「井の中の蛙」状態では職員

に危機意識が生まれず、問題解決は出来ないと感じました。 

 その解決には職員の意識改革が必要であり、そのためには第３者の

専門家によるアドバイスこそが力になると考えました。その力が自院の

課題や弱点の認識、職員の意識改革、ひいては職場環境の品質向上

に大きく寄与するものと期待する処です。 
 



【 平成２８年 】 
 

 ６月２０日 ； 事業概要の説明 

 ７月１２日 ； 実施方法などの摺りあわせ 

 ８月  ４日 ； 職員説明会とアンケート実施（配布・回収） 
        アンケート結果 

             総配布数   １５１枚 

             返  答  数  １４５枚 

             返 答 率  ９６．０％ 

 １０月１２日 ； 結果報告・分析・討論 

 １１月 ９日 ； アンケート結果を補完するため職員１０名に対する 

         ヒアリング調査  結果報告・分析・討論 

 １２月１２日 ； 導入支援事業の最終報告会 
   



 大項目（A～G） 

１ 職種 

２ 雇用形態 

３ 管理者区分 

4  在職年数 

５ 年齢 

６ 性別 

細目 

不満～満足；５段階評価 



  A；勤務時間と休憩、休日、休暇 

    ・休日、年次有給休暇が取れる 

    ・勤務時間内で、決められている休憩時間・仮眠時間が取れている 

    ・職員に著しく時間外の多い人はいない 

    ・職員の仕事量は適切だと思う 

    ・職員確保について経営者側は努力している 

    ・職員の業務の内容を管理職が理解している 

 B；職員の健康支援 

 C；勤務環境の改善 

 D；業務手順・ストレス軽減 

 E；気持ちの良い仕事の進め方 

 F；活躍できる職場のしくみ 

 G；これからについて 

評価方法 

  A～G大項目 

    ３～７細目につき５段階評価  

 （①非常に不満～③ふつう～⑤非常に満足） 



              アンケート結果 
             総合評価；平均点の低い順 
                       

                 不満足度高い                 不満足度少ない                             

  
  

1 2 3 4 5 6 

D. 業務手順・ 
ストレス軽減 

C. 勤務環境の 
改善 

E. 気持ちのよい 
仕事の進め方 

F. 活躍できる 
職場のしくみ 

A. 勤務時間と 
休憩、休日・休暇 

B. 職員の 
健康支援 

平均点 
（満点5.0） 2.48 2.5２ 2.5９ 2.71 3.01 3.05 

大満足 1 0.7% 

7.6% 

１ 0.7% 

11.0% 

２ 1.4% 

13.1% 

1 0.7% 

12.4% 

8 5.5% 

25.5% 

3 2.1% 

23.5% 17 10.3% 15 11.7% 17 11.7% 29 20.0% 31 21.4% 
満足 10 6.9% 

59 40.7% 64 44.1% 76 52.4% 74 51.0% 58.6% 普通 62 42.8% 

不満 56 38.6% 
49.0% 

55 37.9% 

46.2% 

43 29.7% 

44.1% 

41 28.3% 

35.2% 

25 17.2% 

22.8% 

22 15.2% 

17.9% 
12 8.3% 21 14.5% 10 6.9% 8 5.5% 4 2.8% 大不満 15 10.3% 

記入なし 1 0.7% 0.7% 0 0.0% 0.0% 1 0.7% 0.7% 0 0.0% 0.0% 1 0.7% 0.7% 0 0.0% 0.0% 

職員満足度を上げる工夫をしなければならない。 

不満が多い 

満足が不満足を
上回る 

Ｄの不満割合はほぼ50% 満足度は最大でも25％ Vs.  

コンサルタントのコメント；「全般的に評価は低くなかった」 



アンケート結果 

D業務手順・ストレス軽減 

  １．パワハラ・セクハラに対し独立した窓口が設置されている   

                          2.08    59.3%   4.2% 

                         (平均点  不満足  満足） 
  ２．職員の業務量軽減が経営者側によって検討されている 

                          2.11  63.4%  6.6% 

A勤務時間と休憩・休日・休暇 

  ３．職員確保について経営者は努力している 

                          2.41  50.3%  13.8% 
  ４．職員の業務内容を管理職が理解している 

                          2.47  49.0%  15.2% 

  ５．職員の仕事量は適切だと思う  

                          2.47  46.2%   9.7% 
E気持ちのよい仕事の進め方  

  ６．病院の運営に関して職員の意見を傾聴している  

                          2.48    44.1%     11% 

細目評価；不満足 

仕事量・経営者に対する不満が多い 



B.職員の健康支援 
  ・定期的に健康診断が行われている   3.67   （44.1% / 6.9%） 
                           平均点 （不満足％/満足％） 
E.気持ちのよい仕事の進め方 

  ・職員同士互いに挨拶をしている     3.53 （44.8%/2.1%） 
 

B.職員の健康支援 
  ・職員に対して感染症等特殊な症例について教育を実施している  

                           3.20 （26.2%/9.0%） 
  ・特殊な勤務部署の職員は通常の健康診断以外にも健康診断を受診している 

                           3.16 （17.9%/11.0%） 
  ・職員及びその家族に対し職員の健康状態について正しい情報提供がなされ   

   ている職員及びその家族に対し職員の健康状態について正しい情報提供が 

   なされている                                3.02 （13.1%/13.1%） 

細目評価；満足 

職員の健康管理やお互いの挨拶は高評価 

アンケート結果 



・「退職金制度やボーナスの査定方法に不満」 

・「病棟職員の声をもっと聴いて欲しい。」 

・「月の希望休が3日間までを年1～2回ほど4日以上取りたい。」 

・「慢性的な職員不足で過剰労働となり、怪我や健康を損なうスタッフが出現する」 

・「人員の補充がないのであれば手当をつけて欲しい」 

・「病棟の職員数に差が大きく不公平に思う。理想は高く求められることが多い」 

・「スタッフの人数を増やしてゆとりのある介護がしたい」 

・「制度について平等性が改善されない」 

・「業務量が多く管理者の考えが統一されていない」 

・「リハビリに時間を十分に費やすことが出来ずにジレンマが募っている」 

・「働き続けたいと思える魅力ある職場環境にすることが必要」 

・「コミュニケーションが足りない。各部署の垣根を越えて気軽に話しができる職場で 

 あって欲しい」 

アンケート結果 



・「通勤時間が短い」 
・「子育てしながら働きやすい職場」 
・「有給や誕生日休暇が取りやすい」 
・「勤務時間が自分の生活スタイルに  
 合っている」 
・「現在の非常勤体制に不満はない」 
・「人間関係に恵まれている」 
・「上司は自分を理解し、様々な機会を 
 与えて下さっている」 
・「上司・先輩職員から大切に育てられて 
 いると思っている」 
・「介護の仕事が好き」「仕事にやりがいを 
 感じる」 

・「キャリアアップさせてもらっているため 
 やりがいを持って仕事に取組めている」 
・「スタッフの皆さんのチームワークが良く 
 病棟の患者の接し方に好感が持てる」 
・「病棟勤務を希望していたので継続して 
 勤務したい」 
・「必要な社会資源として働ける」 
・「健康であれば定年関係なく働きたい」 
・「患者や家族とのリハビリの時間が楽しく 
 感じている」 

アンケート結果 



傾 向 内 容 主なコメント 

肯定的 
将 来  長く勤めたい  

業 務  やりがいがある 

普 通 将 来  特に不満などはない 

否定的 

体 制  組織の管理体制 

業 務  業務が多すぎる・慢性的に人が足りない 

将 来  長く勤めたくない 

給 料  給料・退職金に不満 

 医療という気の抜けない業務の中、「忙しすぎる」「マンパワーが不足」「給料が
安い」など現状の医療情勢を考慮したとき、なかなか解決の糸口が見つけられな
い問題点が浮き彫りにされた。しかし「上司との意思の疎通ができない」、パワハ
ラなど管理者に対する不満など解決すべき問題も多々あげられている。 
 一方、職員の健康に対する配慮、医療安全対策、研修支援などの教育体制、
職員間のあいさつなどは高評価され、「長く勤めたい」「やりがいがある」など肯定
的な意見も聞かれ勇気づけられた。 

 
 回答率は96％の結果から得られたこれらの評価は今後の当院の職場環境の
評価資料として十分資するものと考えられる。 

アンケート結果 



アドバイザーによるヒアリング結果 

・建物・設備の整備、事務・労務への相談体制などは満足度が高い 

・内部育成に成功したケースもあるが、職員定着率が低い 

・看護・介護職の配置数がぎりぎりであるため、業務量が多く有給休暇など 

 の申請がしにくい 

・看護部門の管理職が不足していて業務・情報伝達に支障をきたしている 

・パワハラ窓口が上司である看護部長であり、相談しにくい。窓口の存在 

 自体周知されていない 

・医療事故など有事の対応マニュアルにつき存在が周知されていないうえ 

 あまり訓練されているとは言えない 



アンケート実施後、個別のヒアリングをコンサルタントの先生方（医療経営
アドバイザー・医療 労務管理アドバイザー）に実施していただき、「普段
なかなか口に出せない事までお伝えすることができた。」と、職員のフラス
トレーションのはけ口ともなり、大変好評であった。 

 今後、このヒアリング結果をその場だけで終わらせず、一つでも多くの改
善策を検討・公表し、実施することが極めて重要と考えられる。 

満足と不満足の差は部署によってかなりの開きがみられたが、看護・介護
職における、「業務や情報伝達に支障をきたしている」ことが「人員不足」
「業務多忙」 への不満となり、このフラストレーションが管理職への不信に
も繋がっている、とも考えられる。 

 この根本原因とも考えられるマンパワー不足に対して様々な採用活動
を行っているが、残念ながら解消されるほどの効果は上げられておらず、
第3者のアドバイスを入れるなどの新たな試みが必要と考えられる。 



アドバイザー側からの所感 

・経営側の改善意欲は高く、積極的に取り組む姿勢がみられる。 

・看護・介護職に定着率の向上が課題である。そのために 

   ①辞めたくならない(欠点をつぶす）ようにする 

   ②辞めたくない(魅力ある)職場づくり 

 この両方が必要。一方ではうまくいかない。 

・職員からみて士気が上がるのは「１つでも、また小さいことでもいいから 

 その課題が目に見えて改善され、その改善策が発表される」こと。 

・本調査により抽出された課題を公表するだけでは不足。 

・本年度だけでやりっぱなしにせず、継続して調査することで浮かび上がって 

 くる問題点もある。 



改善に向けた今後の取り組み 
      【アドバイザーからの提案】 

東京都福祉保健局・医療人材課・人材計画ご担当者様 
本件に関 わって下さったコンサルタントの先生方（医療経営アドバイザー, 
医療労務管理アドバイザー）に心から感謝申し上げます。 

Ⅰ.病院全体の問題として認識し、部門の垣根を越えて改善に取り組む 

           a.離職防止策として、職員満足度を上げる方法を検討する  

     ＜例＞  ・福利厚生会の利用 （充実を図る） 
                     ・労働条件の見直し 

               ・クラークの採用を検討 （病棟の負荷を軽減） 
      b. 職種を越えたジョブローテーション等の検討  

      （他部署の業務を知ることで、本人とマッチするケースあり） 
      c. 院内のコンサルタント「調整役」としてソーシャルワーカーを広く活用 

  

Ⅱ.継続的なアンケート調査を実施する 
       一方的で単発な調査で終わらせることなく毎年継続させる 



育児者・障害者・エイジレス等の対象者の公平な雇用機会促進 

に努める者と判断され、日本雇用環境整備機構の定める水準・基準を 

満たした事業所を認定し登録する制度。 

  「雇用環境整備認定制度」の意義を理解し 

  育児者・障害者・エイジレス等の対象者 

  の雇用促進に努めます。 

三愛病院のさらなる取り組み 

≪雇用環境整備認定制度≫ 



ご清聴ありがとうございました 

特定医療法人社団 愛有会 

三愛病院 院長 堀米政利 


